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菅
野
清
美
さ
ん（
金
原
地
区
）

菅
野
さ
ん
は
、
当
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
契
約

農
家
の
中
で
、収
穫
で
き
る
樹
齢
の
「
ピ
ノ
・

ノ
ワ
ー
ル
」
を
栽
培
す
る
唯
一
の
農
家
だ
。

と
に
か
く
「
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
は
難
し
い
」。

も
っ
と
も
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
雨

が
多
い
と
水
を
吸
っ
て
し
ま
い
、
収
穫
の
時

期
、
粒
が
割
れ
て
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
の
だ
。

5
月
中
旬
か
ら
6
月
に
か
け
て
は
「
芽

か
き
」
作
業
の
時
期
。
成
長
を
促
す
た
め
、

ま
た
そ
の
枝
葉
の
伸
び
方
を
き
れ
い
に
揃
え

る
た
め
剪
定
す
る
重
要
な
作
業
で
あ
る
。

当
初
は
数
名
い
た
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル

農
家
も
今
で
は
菅
野
さ
ん
だ
け
と
な
っ
た
。

1
9
9
0
年
か
ら
18
年
間
、
病
気
の
手
術

を
し
た
年
も
あ
っ
た
が
乗
り
越
え
て
来
た
。

「
土
壌
の
こ
と
を
懸
命
に
考
え
て
い
ろ
い

ろ
と
や
っ
て
み
る
が
、
去
年
が
い
い
か
ら
今

年
も
同
じ
や
り
方
で
い
い
か
と
い
う
と
ま
っ

た
く
違
う
。
毎
日
畑
に
立
っ
て
い
て
も
難
し

い
」
と
の
言
葉
に
、
菅
野
さ
ん
の
こ
の
努
力

が
高
畠
ワ
イ
ン
の
「
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
」
を

ず
っ
と
支
え
て
く
れ
た
の
だ
と
、
感
慨
深
い

気
持
ち
で
取
材
を
終
え
た
。

園

地

巡

回

4
「芽かき」作業をする菅野さん

                         残りの全ては春の訪れと共に眠りから覚め

                　　　　　若々しい緑色の葉を風に嬲らせている。

   ミネラルが豊富で窒素分の少ない土壌のせいか、節間は狭く、太らず、　

                 順調に(と言うよりは思い通りに)生育している。

  いくら優秀なクローンであっても、理想的と思える条件を整えたと思っても

                           ぶどうの実が成って見なければ成否は分からない。

投機的と言ってしまえばそうかも知れないが、ここは一番、開き直って、

               100年の悠久の中に思いの限りを試して行くしかない。        　　

      力まず、泥臭く、頭デッカチにならず、自然にぶどうと対話しながら、

      それが100年続けられたら 神様が素晴らしいピノ・ノワールを

      今、初夏の心地よい風を感じながら、そんな事を考えている。

社長

　　　　　　　昨年、社員皆で植えたピノ・ノワールは
               9本ほど積雪にやられてしまったが、
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                                                  プレゼントしてくれるかも知れない。

4月30日、東京 世田谷での
南佳孝さんの
インタビューを終えた後、
南さんとごいっしょに
近くの呑川緑道を
散策してみた。
乾いた春の日差しの中で
ワインは心地よく
のどを潤してくれた。

なぶ

新緑が美しい5月、高畠ワイナリーでは、恒
例の「スプリングフェスタ」を開催しました。テ
ーマは“ワインとおいしい料理を音楽ととも
に”。シンプルですが、スタッフの中でのもう一
つのテーマが“原点回帰”。お客様に最高の
シチュエーションでワインを楽しんでいただき
たいというワイナリースタッフ全員の思いを結
集させ、白ワインにも合う地元のこだわり手
打ち蕎麦、国際コンテストで3度も金賞受賞
の、これも地元のこだわりのお店のソーセー
ジを入れたポトフや、ピザ、チーズ盛り合わせ
などを用意しました。
今、植物が次 と々花を咲かせています。そ

して高畠ワイナリーも花がいっぱいにあふれ
ています。「ウィンティー」「パティオローズ」
「ネモフィラ」などがワイナリーに渡る風を
清 し々いものにしてくれています。
これから、山形の名物「さくらんぼ」の季節
が訪れます。高畠ワイナリーでは、例年楽し
みにしていただいている「さくらんぼワイン」に
加えて新しく「さくらんぼスパークリングワイ
ン」を発売しました。発泡性のほど良い刺激
と甘酸っぱい香りが広がります。ルビー色に
輝くお祝いの席にもぴったりのスパークリン
グワインです。ぜひお試し下さい。
それでは、風香るワイナリーでスタッフ
一同、みなさまをお待ちしています。

ワインと音楽に
酔いしれた
ゴールデンウィークイベント

1. スモークハウスファインのとってもなが～いソーセー
ジは、切り売りということでも注目の的でした。2. 米沢
牛入りのあったかい〝つけ汁〟がセットになった蕎麦も大
人気。3. 実力は本格派の弦楽合奏「キラキラ会」。
4. デリケートなピノ・ノワール。6月中旬頃にはかわい
い白い花を咲かせます。5. 丸ごと野菜たっぷりの巨大
なべで作った特製「ポトフ」。6.「寄植えコンテスト」
にエントリーされた花々。7.8. ワイナリーのすみずみま
で花を植えてお客様をお迎えしています。ワイナリーの
どの場所か、いらっしゃった時にはさがしてみてください。

1. スモークハウスファインのとってもなが～いソーセー
ジは、切り売りということでも注目の的でした。2. 米沢
牛入りのあったかい〝つけ汁〟がセットになった蕎麦も大
人気。3. 実力は本格派の弦楽合奏「キラキラ会」。
4. デリケートなピノ・ノワール。6月中旬頃にはかわい
い白い花を咲かせます。5. 丸ごと野菜たっぷりの巨大
なべで作った特製「ポトフ」。6.「寄植えコンテスト」
にエントリーされた花々。7.8. ワイナリーのすみずみま
で花を植えてお客様をお迎えしています。ワイナリーの
どの場所か、いらっしゃった時にはさがしてみてください。

・・

4月上旬
さぁ、高畠の大地に春が訪れました。燦々と輝く
太陽を仰いでピノ・ノワールの葉は少しずつ逞
しくなっていきます。今年の積雪の多い冬を乗り
越えたピノ・ノワール。ちゃんと芽が出るか、ちゃ
んと葉が出るか心配で何度も見に行きました。

4月下旬
太陽の恵みと大地の力強さを受け、ピノ・ノワー
ルにも沢山の葉が付き始めました。小さい葉っ
ぱで太陽の恵みを精一杯に受け、日々成長して
います。4月は温暖で過ごしやすい天気が続き、
ピノ・ノワールは安定して育っていました。

5月下旬
5月の中旬を過ぎると平年並みの過ごしやすい
天候に戻りました。ピノノワールは大人の腰ほど
の高さまで成長し、葉もだいぶ大きくなりました。
朝の出社時や天気の良い昼下がりには、社長
がピノ・ノワールを気にかけています。

5月上旬
5月に入ると天候は一転し、真夏のような暑さに
見舞われました。GW連休中は25℃を超える日
も少なくなく、ピノノワールはどんどん成長して
いきました。天候にも恵まれて、ピノ・ノワールは
健康なまますくすくと育ちました。

ピノ・ノワール日記

ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
種

フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
を
原
産
地

と
す
る
最
高
級
の
赤
ワ
イ
ン
用
葡
萄

品
種
。
深
み
の
あ
る
青
紫
色
の
果
皮
を

持
ち
、
醸
造
し
た
ワ
イ
ン
に
は
独
特
の
華

や
か
な
ア
ロ
マ
と
ブ
ー
ケ
が
あ
る
。
赤
ワ
イ

ン
の
代
表
的
な
葡
萄
『
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー

ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
』
と
は
対
照
的
な
特
性
で
、

世
界
中
の
ワ
イ
ン
通
を
魅
了
し
て
い
る
。

0101

0202

0303

0404

0505
0606

0707
0808



Qu InterviewQu Interview

　
　

南
さ
ん
は
、
よ
く
お
仕
事
や
旅
行
な
ど
で

海
外
に
お
い
で
に
な
る
そ
う
で
す
が
、
海
外
で
の

ワ
イ
ン
体
験
な
ど
は
い
か
が
で
し
た
か
。

「
忘
れ
ら
れ
な
い
旅
が
あ
る
。
横
浜
か
ら
日
本

を
出
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
渡
っ
て
、
そ
こ
か

ら
三
ヵ
月
か
け
て
車
で
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
ま
で
行
っ

た
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
横
断
の
旅
。

そ
の
旅
で
思
い
出
す
の
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
オ

デ
ッ
サ
と
い
う
町
で
飲
ん
だ
ワ
イ
ン
。
こ
の
町
は

『
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
』
と
い
う
映
画
の
舞
台
に

も
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
重
要
な
貿
易
港
だ
け

に
旧
ソ
ビ
エ
ト
を
初
め
多
く
の
民
族
や
国
家
支

配
の
歴
史
を
持
って
い
る
。
乳
母
車
を
押
し
て
歩

い
て
い
た
母
親
が
銃
で
撃
た
れ
て
、
乳
母
車
だ

け
が
（
階
段
を
）
落
ち
て
い
っ
て
し
ま
う
映
画

シ
ー
ン
で
有
名
な
〈
オ
デ
ッ
サ
の
階
段
〉
と
呼
ば

れ
る
石
段
な
ど
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
飲
ん
だ
ワ
イ

ン
は
、
極
東
か
ら
ず
っ
と
旅
を
し
て
こ
の
町
に
着

た
僕
に
と
っ
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
香
り
が
し
た 

。

す
ご
く
文
化
が
深
い
な
と
感
じ
た
」

　

葡
萄
と
ワ
イ
ン
の
発
祥
は
コ
ー
カ
サ
ス
地
方

ら
し
い
の
で
す
が
、
南
さ
ん
は
ワ
イ
ン
が
ア
ジ
ア

に
伝
わ
っ
て
き
た
ル
ー
ト
の
逆
を
行
か
れ
た
よ
う

で
す
ね
。

「
そ
の
旅
で
は
も
う
ひ
と
つ
タ
シ
ケ
ン
ト
と
か
、

ウ
ル
ム
チ
近
く
の
中
国
領
の
少
数
民
族
の
小
さ
な

町
で
飲
ん
だ
ワ
イ
ン
が
印
象
深
い
。
連
日
の
暑
さ

と
乾
燥
の
中
の
辛
い
旅
を
続
け
て
い
た
僕
た
ち

に
、
あ
の
ワ
イ
ン
は
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
し
、

何
か
原
始
的
ワ
イ
ン
の
よ
う
な
不
思
議
な
感
じ

が
し
た
。
そ
の
町
は
ゴ
ビ
砂
漠
も
近
く
あ
ま
り

水
が
無
い
と
こ
ろ
で
、
葡
萄
の
生
育
に
必
要
な

水
は
地
下
を
流
れ
る
地
下
水
脈
か
ら
と
っ
て
い
る

と
聞
い
た
け
ど
、
す
ご
く
印
象
に
残
って
い
る
」

　　

貴
重
な
体
験
を
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
普
段

は
（
飲
ま
れ
る
酒
類
は
）
ギ
ネ
ス
が
中
心
と
お

聞
き
し
ま
し
た
が
、
ワ
イ
ン
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
お
好
み
で
す
か
。

「〝
ク
ロ
・
ド
・ヴ
ー
ジ
ョ
〞と
か
、
や
っ
ぱ
り
ブ
ル

ゴ
ー
ニュ
が
好
き
。
先
日
も
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
ブ

ラ
ジ
ル
に
行
っ
た
け
ど
、
結
局
む
こ
う
で
も
フ
ラ

ン
ス
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
た
ね
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
人
た

ち
は
ピ
ン
ガ
な
ど
に
比
べ
る
と
ワ
イ
ン
の
消
費
は

少
な
い
。
対
し
て
お
隣
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
ワ

イ
ン
は
た
く
さ
ん
飲
む
よ
う
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
も

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
近
い
地
域
ほ
ど
ワ
イ
ン
は
美
味

し
い
し
、
ワ
イ
ン
に
合
う
食
材
も
豊
富
ら
し
い
」

　　

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
話
が
出
ま
し
た
が
、
印
象

に
残
っ
て
い
る
ワ
イ
ン
は
あ
り
ま
し
た
か
。

「〝
ジ
ュ
ブ
レ
・
シ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ン
〞か
な
。
そ
れ

か
ら
ブ
ル
ゴ
ー
ニュ
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
ワ
イ
ン
だ

け
ど〝
カ
レ
ラ
〞を
飲
ん
だ
と
き
は
衝
撃
だ
っ
た
。

ふ
く
よ
か
な
感
じ
が
す
ご
く
良
か
っ
た
」

　　

ワ
イ
ン
の
エ
ー
ジ
ン
グ
（
熟
成
）
の
タ
イ
ミ

ン
グ
や
温
度
な
ど
が
合
う
と
、
そ
の
ワ
イ
ン
本

来
の
味
覚
と
香
り
が
出
ま
す
。
そ
れ
に
出
会
え

た
ご
経
験
な
の
で
し
ょ
う
。
ワ
イ
ン
の
歴
史
が
長

い
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
も
、
普
段
は
あ
ま
り
銘
柄
に

こ
だ
わ
ら
ず
に
ワ
イ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
映
画
の
な
か
の
〈
ジ
ャ
ン
・
ギ
ャ
バ
ン
〉
が
そ

う
だ
っ
た
ね
。
僕
も〝
高
く
な
く
て
も
美
味
し

い
よ
〞と
知
り
合
い
に
紹
介
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
の

ワ
イ
ン
が
す
ご
く
美
味
し
か
っ
た
記
憶
が
あ
る
」

　　

こ
れ
か
ら
の
音
楽
活
動
な
ど
の
お
話
を
お

聞
き
し
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

「
今
年
は
デ
ビ
ュ
ー
３５
周
年
で
も
あ
り
、
ブ
ラ
ジ

ル
録
音
の
ベ
ス
ト
ア
ル
バ
ム
を
リ
リ
ー
ス
す
る
予

定
だ
が
、
そ
の一
方
で
ネ
ッ
ト
で
の
楽
曲
配
信
の

展
開
を
考
え
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
は
ス
ピ
ー
ド
感
が

あ
っ
て
い
い
。〈
O
N（
オ
ン
）〉
な
若
い
ク
リ
エ
ー

タ
ー
に
会
っ
た
り
、
彼
ら
の
柔
軟
な
感
覚
の
ア
イ

デ
ィ
ア
と
の
や
り
と
り
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
」

　

楽
し
み
で
す
ね
。
そ
の
音
楽
と
と
も
に
、

ぜ
ひ
ま
た
高
畠
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

「
も
ち
ろ
ん
！（
笑
）昨
年
ス
テ
ー
ジ
前
日
に
高

畠
に
着
い
て
ワ
イ
ン
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
て
、
い

よ
い
よ
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
朝
、
ホ
テ
ル
の
窓
を
開

け
た
ら
一
面
の
霧
だ
っ
た
。
思
わ
ず
外
に
出
て
歩

い
て
み
た
。
何
も
見
え
な
い
霧
の
中
に一
本
の
道

だ
け
が
の
び
て
い
て
、
あ
ん
な
光
景
は
見
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
不
思
議
な
体
験
の
後
の

ス
テ
ー
ジ
は
、
霧
も
晴
れ
渡
り
気
持
ち
良
く
演

奏
で
き
た
。

こ
う
し
て
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
て
い

る
と〝
人
っ
て
、分
母
の
大
き
さ
だ
な
〞と
思
う
。

ワ
イ
ン
も
音
楽
も
そ
う
だ
と
思
う
け
ど〝
こ
ん
な

も
の
を
創
り
た
い
〞と
い
う
高
い
理
想
や
大
き

な
夢
を
描
く
の
は
、
そ
の
人
の〝
心
の
分
母
が
大

き
い
〞か
ら
だ
と
思
う
。
奥
山
社
長
が〝
生
き

て
い
る
間
に
、
こ
れ
は
と
思
え
る
ワ
イ
ン
を
造
り

た
い
〞と
言
わ
れ
た
が
、
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
そ
う

い
う
話
を
す
る
のって
本
当
に
楽
し
い
ね
」

＊

＊

＊戦艦ポチョムキン：「第一次ロシア革命20周年記念」として製作され、1925年に公開されたセルゲイ・エイゼンシュテイン監督によるソビエト連邦サイレント映画
＊ピンガ：カシャーサとも呼ばれるさとうきびの絞り汁を発酵・醸造して作られたブラジルのホワイトスピリッツ取材／奥山徹也　撮影／平野敬久　協力／space5wattsCafe

みなみよしたか
1950年、東京都生まれ。中学時
代よりオリジナル曲を作るバンドを
結成し、大学時代にはシンガー・ソ
ングライターとしての活動を開始す
る。73年に、はっぴいえんどを解散
したばかりの松本隆プロデュースに
よる『摩天楼のヒロイン』でデビュ
ー。その後、キャラメル・ママやムー
ンライダースの作品に参加したり、
Y.M.O.とのコラボレーションによる
アルバムを発表したりと、意欲的に
活動。また90年代に入ってからも、
電気グルーヴ、かせきさいだぁといっ
た若い世代のアーティストたちとハ
ツラツとした共同作業を見せた。そ
して99年までに20枚のアルバムを
リリースし、2001年にジャズのカバ
ーアルバムNUDE VOIVE、2003
年にはボサノバのカバーBLUE 
NUDEを発表。04年5/21にシン
グル「遙かなディスタンス」7/21に
アルバム「ROMANTICO」をリリー
ス。代表的ヒット曲「モンロー・ウォ
ーク」「スローなブギにしてくれ」な
ど。最新作は2008年6月25日に
ユニバーサルミュージックより発売
のブラジル・リオデジャネイロでレコ
ーディングされたアルバム「ボクの
こころ～メウ・コラソン」。大人向け
なJ.POPを代表するシンガーであ
る。また他者への楽曲提供も優に
100曲を超えている。

「ボクのこころ～メウ・コラソン」
ボサノバ誕生50年、南佳孝デビュ
ー35年に当たる今年彼自身初の
ブラジル・リオデジャネイロでレコーデ
ィングされたアルバム。アレンジャー
にはジョタ・モラレス、マリオ・アジー
ネ、セルソ・フォンセカを起用。リオの
空気を十分に取り込んだ仕上がり。
モンロー・ウォーク、スローなブギにし
てくれのポルトガル語バージョンも収
録。ボサノバ50周年のオマージュと
してボサノバ第一号「想いあふれて」
の作曲者アントニオ・カルロス・ジョビ
ンの孫ダニエル・ジョビンとの共演も
実現、湘南の風景が浮かび上がる
新曲「Rute134」は秋本康の作
詞。クオリティが判る大人のための
アルバムが完成しました。

2
0
0
4
年
の
恵
ま
れ
た
天
候

を
受
け
、プ
レ
ミ
ア
ム
ワ
イ
ン
に

な
る
べ
く
専
用
の
葡
萄
畑
区
画

で
大
切
に
育
て
ら
れ
た
葡
萄
。

黒
い
ベ
リ
ー
の
香
り
や
果
実
香

が
漂
い
、樽
香
と
の
相
性
も
良

く
ス
パ
イ
シ
ー
な
香
り
が
印
象

的
。凝
縮
感
の
あ
る
し
っ
か
り
と

し
た
ボ
デ
ィ
感
を
感
じ
な
が
ら

高
畠
産
メ
ル
ロ
な
ら
で
は
の
や

わ
ら
か
な
タ
ン
ニ
ン
や
深
い
旨
み

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

2
0
0
4
高
畠
メ
ル
ロ
プ
レ
ミ

ア
ム
。魂
を
感
じ
る
孤
高
の
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
精
神
に
、高
畠
の
大

地
の
力
を
強
く
し
な
や
か
に
表

現
す
る
こ
の
ワ
イ
ン
を̶

。

こ
の
人
に
こ
の
1
本

2004高畠メルロプレミアム
（2008年10月下旬発売予定）商品番号[要問い合わせ]

※受賞記念ラベル100本先行発売（WEB通販のみ2008年6月中旬以降発送）

南佳孝

旅する謳人

時の旋律に土地の匂いが聴こえる
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スパークリングワインに枝つき
干しぶどうを入れて浮き沈みする
のを見て楽しみながら、ゆっくり時
間をかけて飲むのが好きです。
干しぶどうはもちろん、ぶどうパン、
レーズンバター、クリームチーズに
レーズンが入ったものなど、すべ
てレーズンづくしにして、ワインを
楽しむのもいいものです。
高畠に行きたくなりました。

栃木県塩谷郡　大久保さま
2007夏号

夫70歳、私59歳。
上山市内で喫茶店を営んでいま
す。仕事を終えた夜、高畠ワイン
の赤を毎日グラス1杯（私は2杯）
いただく。互いを労りながら・・・

美味しい！ありがとう、高畠ワイン。

上山市　白田さま
2007夏号

主人は高畠ワインのお手軽値段の
赤をよく買ってきます。おいしくて、手
軽で、大好きです。でも、自分たちの
記念日には「まほろばの貴婦人」で
も飲んでみようかなあ・・・ワイナリーま
では遠いのでなかなか行けないので
すが、年に一度くらいは寄らせていた
だいています。いつもどちらが運転し
て帰るかでもめてしまうんですよ。
今度は新幹線で出かけようかな。

最上郡真室川町　井上さま
2007冬号

高畠ワインを購入した私に海外の
ワインばかり買っていた夫が「なぜ日
本のワイン？」と言いいながら、一口
飲んだら夫も驚き！！とにかく海外の
ワインにとても近い味。加えて繊細
さがバランスよく引き出されていま
す。基礎がきっちり成立していてそ
こにけっして上品さを忘れていない。
これが私たちが高畠ワイナリーさん
のワインが好きな理由です。

東京都豊島区　古谷さま
2007夏号

私のワインの楽しみ方といえば1年
に一度行く仲間とのスキー旅行で
す。これぞと選んだ1本を持っていき
山頂に埋め、滑った後に飲むシャン
パンのおいしいこと！！そのまま雪
の上に倒れ込み、ゆっくりと顔と体
のホテリを落ち着かせます。今年は
そのセレクトワインに赤の無添加ス
パークリングマスカット・ベリーAを
持参したいと思います。

川崎市麻生区　Greenさま
2007秋号

私は’24年生まれの83歳。ワインと
の最初の出会いは貿易の仕事で訪
れたヨーロッパの地です。アメリカに
滞在中も、ビールよりもワインを飲むこ
とが多かった。国内では高畠ワインが
最高だと思っています。高畠ワインに
出会ったのも山形出身の家内のお
土産が最初でした。今後とも良いワイ
ンづくりに努めてください。日本のロマ
ネコンティーといわれるような・・・。

名古屋市昭和区　幸村　さま
2007冬号

＊2007年の冬にいただいたお便りです。 ＊2007年の夏にいただいたお便りです。

＊ ＊

※掲載させていただきましたお便りは、レイアウトの都合上、文意を変えずに内容を省略または割愛させていただいた所もあります。ご了承願います。

空・Qu創刊一周年記念企画
お客様と読者とワイナリー
“ワインのあるくらし。”を表紙に冠してスタートした「空・Qu」。

「私たちの百年計画」は始まったばかり。でも、確実に手応えを感じています。

お客様 1. 福島から、松浦さまと加藤さま。「高畠ワインは2回目です。『空』は福島だとどこで手に入りますか？」。お客様 2. 福島市から中村さんご家族。
真ん中は〝真緒ちゃん〟。「高畠ワインは今回で2度目です」。お客様 3. 米沢市から。今野さま、渡辺さま、本間さまご家族。出演者の山本のりこさんた
ちもごいっしょに。お客様4. 山形市から銀輪クラブのみなさん。「川西町から米沢と走って、高畠ワインに。ワインは残念ながら飲めないけどソフトクリー
ムがおいしい」。お客様 5. 米沢市から、友人家族 (NOMIKKOくらぶ、小形さま、丸田さま、長沢さま )。ときどき集まる仲間です。お客様 6. 山形市
から加藤様ご夫妻。「スプリングフェスタは初めて、秋の収穫祭は5～6回はきている。シャルドネなど白ワイン中心にいただいています」。お客様 7. 栃木
県から、栗崎さまと館野さま。「蕎麦が期待以上のおいしさです！辛口のシャルドネととてもあいます」。お客様 8. 仙台市から森山さまご夫妻。「高畠ワイ
ンには何回もきている。きょうは瀬木さんのライブを聴きに」。9.「グラスワインコーナー」ではワインアドバイザーが元気いっぱいお客様に対応しました。
10.「スプリングフェスタ2008」「ゆっくリング2008」限定ミニバッジ。
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■高畠ワインへのお問い合わせは
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URL http://www.takahata-wine.co.jp/
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E-mail   info@takahata-wine.co.jp
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表紙撮影／瀬野広美
協力／浜田広介記念館（広介の生家）

高畠を囲む山々は日に日に緑を濃くし
ていきます。野の草花も爽やかな風
にそよいで、4月生まれの私は「やっ
ぱり春が一番だなぁ」などと思ってし
まいます。晴れた日には自転車で通
勤をしています。春の香りや気温の
変化を感じながら、心地よい風を体
に受けてのんびりと通勤する朝のひと
時も楽しく感じる今日この頃です。
さぁ、皆様もグッド・チャリズム宣言！
（Z.K）

今号の表紙は「日本のアンデルセン」
と呼ばれる高畠出身の童話作家、
浜田広介の生家で撮影。広介童話
の「やさしさ」と、何ともいえない余韻が
残る「かなしみ」が好きだ。「純粋に生
きたい」と強く思わせてくれる。通勤路
の途中に「広介が級友と通った田ん
ぼのあぜ道」が残っている。自転車を
降りて歩いてみた。しゃがんで子どもの
目線になってみた。いつもの高畠の風
景が違って見えた。（M.I）http://www.cyclists.jp/card/　

付属の読者ハガキを切り取りご応募ください。
締切は2008年8月末日消印有効です。
応募はお一人様ハガキ1枚とさせて
いただきます。
発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募資格は満20歳以上の方とさせていただきます。

2007フレッシュ＆ドライ
シャルドネを
10名様にプレゼントいたします。

2007フレッシュ＆ドライ
シャルドネを
10名様にプレゼントいたします。
■応募方法■応募方法

2007フレッシュ
＆ドライシャルドネ

Editor's Voice

I nformation & Present

皆様からのお便り

999-2176
山形県東置賜郡高畠町糠野目2700-1
高畠ワイン株式会社内

空・Qu編集部　行
2008 Summer
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プレゼントへのご応募プレゼントへのご応募
年齢 歳

　　ー　　　　　　　　）　　　　　　（   号番話電

メールアドレス　　　　　　　　　　@

ご住所　〒

お名前

フリガナ

男 ・ 女

1　 味わいについて／普段お飲みになるワインの味わいを白ワイン・赤ワイン共にお答えください。

2　 価格帯について／普段お飲みになることが多いワインの価格帯についてお答えください。
1000円未満　　1000～1500円未満　　1500～2000円未満　　2000円以上

3　 ワインのラベルやデザインについて／ワインを購入する際に、ラベルのデザインやワインの外観について。
重視する　　　少し重視する　　　あまり重視しない　　　まったく重視しない

4　 ワインの容量について／普段、購入されることが多いワインの容量は？

5　 その他、ご質問・ご要望ございましたら裏面にお書きください。
360ml以下　　　　　750ml以下　　　　　751ml以上

白ワインの場合・・・・・・・　辛口　　   やや辛口　　　 やや甘口　　　甘口　

ロゼワインの場合・・・・・　辛口　　   やや辛口　　　 やや甘口　　　甘口　

赤ワインの場合・・・・・・・　フルボディ　　ミディアムボディ　　ライトボディ

※ご協力ありがとうございました。

アンケート・普段、よく飲むワインについて教えてください。
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